
 

 

海を見つめる一人の男。この男が見つめる先は何か。 

これから満ちてくる有明海か、それとも船か、それとも、かすかに見える対岸か、 

これからの未来か。 

 

海を見つめる一人の男。この男が案じているものとは何か。 

これから満ちてくる有明海か、それとも船か、それとも、かすかに見える対岸か、 

これからの未来か。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

見つめているもの、案じているものは、この男にしかわからない。 

でも、この背中が何を言いたいのか、我々が感じなければならない。我々が我々を

案じなければならないのだ。 

 

未来を見つめ、進むしかない。 自治労連、心ひとつに。 

 

            クリーンキャンペーンのスタート前の一幕より。 

  


